
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

〇有機農業者数

令和５年度：16名 → 令和10年度：20名

〇有機農業耕地面積

令和５年度：18.8ha → 令和10年度：20ha

〇学校給食等での有機農産物の活用

令和５年度：2ｔ → 令和10年度４ｔ

普及に向けた取組

成果目標

生産面では、栽培講習会や農家での研修、新たな品目の有機栽培の実証等を行いながら新
規就農者を育成し、有機農業者数や耕地面積の増加、安定した品質や収量の確保を目指す。

流通・加工・消費の面では、学校給食での有機農産物の活用を拡大するとともに、町内外
への販路拡大を図る。生産から消費まで地域ぐるみで有機農業の取組を推進し普及を図る。

背景・課題

品 目

構 成 員

甘楽町では、露地野菜や果樹の生産を中心に有機農
業に取り組んでいるが、新規就農者の確保と育成、労
働力の確保や省力化への取組、農地の継承、新たな販
売先の確保、多品目の栽培と収穫期間の調整等が主な
課題となっている。

甘楽町、甘楽町議会、甘楽町有機農業

研究会、甘楽ふるさと農園管理組合、

甘楽町農業委員会、（一財）甘楽町都

市農村交流協会、 JA甘楽富岡、甘楽町

学校給食センター

露地野菜、果樹（キウイフルーツ）、

水稲

栽培講習会（露地野菜）

問い合わせ先
甘楽町オーガニック推進協議会
（事務局：群馬県甘楽町産業課農林係）
TEL：0274-64-8319

学校給食での活用
（米・野菜）

甘楽町

甘楽町オーガニック推進協議会（群馬県甘楽郡甘楽町）

乗用水田除草機の導入

18R５補正
R６当初

乗用草刈機の導入 栽培講習会（オリーブ）

生産者学校訪問 収穫体験
（露地野菜）

生産 〇機械による省力化の実証 〇栽培講習会の開催
〇新たな品目（水稲・オリーブ）の実証ほ場設置

流通・加工・消費 〇学校給食等での有機農産物の活用 〇ふるさと納税・イベント等での
活用 〇農業収穫体験の実施 〇消費拡大に向けた啓発と情報発信

イベントでの啓発・
販売促進
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